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1 はじめに

これまにで，教育用教材を目標として，セル

オートマトンを用いた半導体シミュレータに関

して発表してきた [1, 2]．しかし，過去の発表

のプログラムはCUIベースであったために，シ

ミュレーション結果は分かりやすいものといえ

なかった．今回は，シミュレーション結果の可

視化を目的として，Java Applet を用い，アニ

メーション化をした．

2 シミュレーション結果

シミュレーションはキャリアが存在するセル

に対して，ある確率で隣接したセルにキャリア

が移動するようにして行う．この確率を変える

ことにより各種動作をシミュレートする．

図 1から図 3にシミュレーションの結果を示

す．青い丸は電子を，赤い丸を正孔を示してい

る．セル内に電子と正孔の両方が存在するとき

はマゼンタで表示し，再結合が発生するときは

白で表示する．図 1は pn接合においてキャリ

アの拡散と再結合により空乏層が形成される様

子を示したものである．

図 1: Simulation Results of pn Junction

図 2はバイポーラトランジスタにおいてエ

ミッタから注入された電子がベースを通過して，

コレクタに到達する様子を示したものである．

図 2: Simulation Results of Bipolar Transistor

図 3はMOSFETにおいて，基板表面にチャ

ネルが形成される様子を示したものである．

図 3: Simulation Results of MOSFET

当日は，デモンストレーションとともに学生

による評価の結果も示す予定である．

3 まとめ

セルオートマトンを用いた半導体シミュレー

タをアニメーション化することで可視化を実現

した．
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